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公募研究課題名：「脂溶性貝毒アザスピロ酸のモニタリング技術の高度化」 
 
１ 研究実施期間：令和５年度～令和９年度（５年間） 
 
２ 予算規模：７，５００千円（令和５年度） 
 
３ 代表機関・研究総括者 

国立研究開発法人水産研究・教育機構水産技術研究所 環境・応用部門  
水産物応用開発部 安全管理グループ長 松嶋 良次 

 
４ 研究開発の目的・達成目標 

国内の二枚貝の複数種についてアザスピロ酸の蓄積特性を明らかにする
とともに、地方自治体等でも実施可能なアザスピロ酸産生藻類もしくはアザス
ピロ酸のモニタリング手法を開発する。 

 
５ 研究開発の内容および実施体制 

①  アザスピロ酸 2 の二枚貝複数種への蓄積特性の解明 
食用となる二枚貝複数種に培養したアザスピロ酸産生プランクトンを給餌

し、サンプリングした試料を解析してアザスピロ酸の蓄積特性と環境条件の
相関を明らかにする。 
（水産研究・教育機構水産技術研究所） 

 
②  アザスピロ酸のモニタリング手法の確立 

アザスピロ酸産生藻類の発生特性を明らかにする。また、アザスピロ酸産
生藻類の採取方法、分子遺伝学的手法を用いた同定・定量法、微量アザス
ピロ酸の検出手法を開発する。 
（水産技術研究所・高知大学・東京大学） 

 
６ 研究開発された成果の取扱い 

アザスピロ酸産生プランクトンについては知見が不足しているため、本事
業で得られる成果は今後のモニタリング体制やリスク管理体制の構築に向け
て必須の知見であり、それらの検討に活用される。 

 
【連絡先：水産研究・教育機構 水産技術研究所 045-788-7615】 

 
 
 

＜研究概要様式＞ 
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